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本
町
の
主
要
施
策
と
し
て
平
成
10
年
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
健
康
な
土
づ
く
り

事
業
」は
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
節
目
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
飛
躍
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
く
、

町
で
は
11
月
11
日
に
「
健
康
な
土
づ
く
り

20
周
年
記
念
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
薄
友
喜
町
長
が
「
に
し
あ

い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
の
皆
さ

ん
と
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
こ
の
大
会

を
契
機
に
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出
せ

　

 

健
康
な
土
づ
く
り　
　
　

20
年
の
歩
み

平
成
９
年
10
月

　

 

第
２
回
ふ
る
さ
と
い
き
い
き
村

づ
く
り
全
国
サ
ミ
ッ
ト
開
催
。

基
調
講
演
は
農
業
科
学
研
究
所

所
長
の
中
嶋
常
允
先
生
に
よ
る

「
土
と
食
物
と
い
の
ち
」

平
成
10
年
12
月

　

 

町
内
１
１
０
カ
所
で
土
壌
分
析

を
実
施

平
成
11
年
２
月

　

 

土
壌
分
析
の
結
果
に
基
づ
き
、

中
嶋
先
生
が
「
健
康
を
守
る
食

べ
物
」
と
題
し
講
演

平
成
11
年
11
月

　

 

農
業
科
学
研
究
所
視
察
研
修
を

実
施
（
熊
本
県
）

平
成
12
年
８
月

　

 「
に
し
あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル

野
菜
普
及
会
」発
足
。ピ
ー
ア
ー

ル
の
一
環
と
し
て
「
健
康
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
市
」を
開
催
。
ま
た
、

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
販
売
す
る
直

売
所
を
設
置

平
成
13
年
〜
15
年

　

 

健
康
な
土
づ
く
り
活
動
「
健
康

な
土
づ
く
り
推
進
員
養
成
講

座
」
を
開
催
（
毎
年
）

平
成
14
年
４
月

　
 

学
校
給
食
へ
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
米
・

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
供
給
開
始

平
成
14
年
６
月

　

 「
に
し
あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル

野
菜
市
」
を
道
の
駅
敷
地
内
に

プ
レ
ハ
ブ
で
オ
ー
プ
ン

平
成
14
年
８
月

　

 

町
内
福
祉
施
設
へ
ミ
ネ
ラ
ル
栽

培
米
・
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
供
給

開
始

平
成
16
年
６
月

　

 「
交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
」オ
ー

プ
ン
、
店
内
で
の
販
売
を
開
始

平
成
16
年
12
月

　

 

構
造
改
革
特
区
の
認
定
を
受
け
、

企
業
の
農
業
参
入
を
始
め
る

平
成
17
年
４
月

　

 

耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス

事
業
の
開
始
に
よ
り
、
施
設
園

芸
の
規
模
拡
大
と
通
年
栽
培
が

可
能
に

平
成
17
年
７
月

　

 

首
都
圏
ス
ー
パ
ー
へ
野
菜
を
出

荷
、
産
直
形
式
で
販
売
開
始

平
成
18
年
３
月

　

 

に
し
あ
い
づ
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物

振
興
計
画
策
定
、
５
年
後
を
目

標
に
推
進
が
始
ま
る

 

（
次
㌻
に
続
く
）

る
よ
う
、
町
を
挙
げ
て
健
康
な
土
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

続
い
て
健
康
な
土
づ
く
り
事
業
に
よ
る
ミ

ネ
ラ
ル
栽
培
の
普
及
に
尽
力
し
た
、
に
し

あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
の
武

藤
佐
代
子
会
長
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
生
科
研
の
中
嶋
大
地

代
表
取
締
役
会
長
が
「
生い
の
ち命

を
守
る
健
康

な
土
づ
く
り
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を

行
っ
た
ほ
か
、
宇
川
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

の
宇
川
進
代
表
（
猪
苗
代
町
）
が
事
例
発

表
を
行
い
、
普
及
会
の
武
藤
会
長
と
若
手

農
業
者
の
坂
井
康
司
さ
ん
が
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
宇

川
代
表
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
薄
町

長
や
中
嶋
会
長
、
ヤ
オ
マ
サ
株
式
会
社
青

果
バ
イ
ヤ
ー
の
市
川
俊
明
さ
ん
、
普
及
会

初
代
会
長
の
宇
多
川
洋
さ
ん
、
同
現
会
長

の
武
藤
さ
ん
、
若
手
農
業
者
の
坂
井
さ
ん

が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
健
康
な
土
づ
く
り

や
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
こ
れ
か
ら
、
西
会
津

町
の
農
業
の
未
来
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
、
普
及
会
の
佐
藤
ア

サ
子
副
会
長
が
「
今
後
も
農
業
へ
の
意
識

向
上
と
次
世
代
へ
の
継
承
を
目
指
し
、
健

康
な
土
づ
く
り
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
声
高
ら
か
に

大
会
宣
言
を
朗
読
し
ま
し
た
。

平平平

健
康
な
土
づ
く
り

健
康
な
土
づ
く
り

2020
周
年
記
念
大
会

周
年
記
念
大
会

〜
ミ
ネ
ラ
ル
と
共
に
生
涯
現
役
〜

〜
ミ
ネ
ラ
ル
と
共
に
生
涯
現
役
〜

次
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と
。
そ
れ
が
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

次
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と
。
そ
れ
が
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
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健
康
な
根
が
育
つ
環
境
が
大
切

　
「
健
康
な
土
づ
く
り
と
は
、
健
康
な
根
が

育
つ
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
」
そ
う
話
す

中
嶋
会
長
は
、
野
菜
の
状
態
を
人
間
の
状
態

に
例
え
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
来
場
者
に

向
か
っ
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
健
康
な
土
と
い
っ
て
も
、
見
た
だ
け
で

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
ま
に
は
触
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
水
を
付
け
て
触
っ
て
、
つ
る
つ

る
し
て
い
れ
ば
粘
土
質
、
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い

れ
ば
砂
が
多
い
で
す
ね
。
一
番
い
い
状
態
は

『
つ
る
ざ
ら
』
で
す
。
ま
た
、
栄
養
は
多
け

れ
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
18
年
４
月

　

 

栽
培
指
導
専
門
員
委
嘱
。
迅
速

な
指
導
体
制
が
整
う
。
ま
た
、

町
内
の
２
団
体
が
統
合
し
、「
西

会
津
ミ
ネ
ラ
ル
有
機
栽
培
米
研

究
会
」
を
設
立

平
成
18
年
11
月

　

 

冬
期
間
に
「
寒
締
め
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
」「
寒
締
め
レ
タ
ス
」
の

試
験
栽
培
を
開
始

平
成
19
年
４
月

　

 

軟
白
ネ
ギ
の
栽
培
開
始
。
ミ
ネ

ラ
ル
栽
培
ほ
場
の
認
定
開
始

平
成
20
年
２
月

　

 「
に
し
あ
い
づ
施
設
園
芸
生
産

振
興
組
合
」
が
発
足

平
成
20
年
８
月

　

 

商
標
登
録
「
百
歳
へ
の
挑
戦
・

ミ
ネ
ラ
ル
っ
娘
」
を
利
用
し
た

出
荷
袋
で
の
野
菜
販
売
を
開
始

平
成
20
年
10
月

　

 

町
内
ス
ー
パ
ー
へ
の
持
ち
込
み

販
売
開
始

平
成
20
年
11
月

　

 「
健
康
な
土
づ
く
り
10
周
年
記

念
大
会
」
開
催

平
成
21
年
６
月

　

 

会
津
管
内
の
ス
ー
パ
ー
に
お
い

て
契
約
出
荷
を
開
始

平
成
23
年
３
月

　

 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質

拡
散
、
農
林
産
物
出
荷
停
止
。

国
、
県
に
よ
る
放
射
性
物
質
検

査
開
始
（
あ
ら
た
め
て
土
づ
く

り
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ

る
）

平
成
24
年
６
月

　

 

産
直
野
菜
出
荷
組
合
を
設
立
、

生
産
者
主
体
の
出
荷
が
始
ま
る

平
成
26
年
３
月

　

 

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
顕
彰
事
業

「
福
島
県
知
事
賞
」「
福
島
民
友

新
聞
社
社
長
賞
」
受
賞

平
成
26
年
11
月

　

 

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰

事
業
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
受

賞
平
成
27
年
７
月

 　

 

商
標
登
録
「
元
気
な
土
か
ら
の

恵
み
・
ミ
ネ
ラ
ル
っ
娘
」
を

利
用
し
た
出
荷
袋
で
の
野
菜

販
売
を
開
始

平
成
28
年
８
月

　

 

道
の
駅
敷
地
内
に
「
ミ
ネ
ラ
ル

野
菜
の
家
」
オ
ー
プ
ン

平
成
29
年
８
月

　

 「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
家
」
１
周

年
イ
ベ
ン
ト
開
催

平
成
30
年
11
月

　

 「
健
康
な
土
づ
く
り
20
周
年
記

念
大
会
」
開
催

　

平
成
10
年
か
ら
「
健
康
な
土
づ
く

り
」
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
平
成

14
年
か
ら
は
道
の
駅
に
設
置
し
た
プ

レ
ハ
ブ
で
直
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

物
を
売
っ
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ま

し
て
レ
ジ
を
打
っ
た
こ
と
な
ど
な

い
、
普
通
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
直
売

所
を
始
め
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

苦
労
し
た
こ
と
も
、
失
敗
し
た
思
い

出
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、

農業は観察が大事。農業は観察が大事。
うまく観察できれば、それがうまく観察できれば、それが
的確な作業につながります

記
念
講
演
「
生
命
を
守
る
健
康
な
土
づ
く
り
」
か
ら

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
普
及
推
進
に
感
謝
状

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
普
及
推
進
に
感
謝
状

苦
労
し
た
こ
と
や
、
失
敗
し
た
思
い
出
も
い
っ
ぱ
い
。

で
も
、
同
じ
目
標
を
持
っ
た
仲
間
が
集
ま
れ
る
、

楽
し
い
場
所
で
も
あ
っ
た 

―
―
。 （
武
藤
さ
ん
の
活
動
報
告
か
ら
）

株式会社生科研  

中嶋  大地 代表取締役会長
●なかしま・だいち

　昭和 24 年生まれ、熊本県出身。東京農業

大学農学部卒業。昭和 60 年に株式会社生科

研の取締役研究開発部長に就任し、その後常

務取締役、代表取締役専務、代表取締役社

長などを歴任。平成 20 年から現職。

にしあいづ健康ミネラル野菜普及会

武藤  佐代子 会長
●むとう・さよこ

　平成 12 年のにしあいづ健康ミネラル野菜

普及会発足当時から会員として活動し、平成

19 年から現職。健康な土づくりのけん引役と

して、ミネラル栽培の普及推進に尽力。

宇川クリーンファーム宇川クリーンファーム

宇川  進宇川  進  代表代表（猪苗代町）（猪苗代町）

●うかわ・すすむ●うかわ・すすむ

　中嶋農法を軸にした自身の農業人　中嶋農法を軸にした自身の農業人

生を事例として発表。西会津の野菜生を事例として発表。西会津の野菜

の安さを指摘し、自分の野菜に責任の安さを指摘し、自分の野菜に責任

と自信を持つことを説いた。と自信を持つことを説いた。

若手農業者若手農業者

坂井  康司坂井  康司  さんさん
●さかい・こうじ●さかい・こうじ

　稲作と園芸の複合経営を行う若手　稲作と園芸の複合経営を行う若手

農業者。自らの取り組みと日々の生活農業者。自らの取り組みと日々の生活

を活動報告として発表した。を活動報告として発表した。

活動報告事例発表

２
年
間
、
同
じ
目
標
を
持
っ
た
仲
間

が
集
ま
れ
る
、
楽
し
い
場
所
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

20
年
の
取
り
組
み
で
畑
が
健
康
に

な
り
、
野
菜
が
お
い
し
く
な
り
、
お

ば
さ
ん
た
ち
の
懐
も
ち
ょ
っ
と
だ
け

健
康
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ミ
ネ

ラ
ル
栽
培
と
共
に
生
涯
現
役
。
こ
の

思
い
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。や

り
過
ぎ
る
と
根
痛
み
し
た
り
、
葉
が
枯
れ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
健

康
な
状
態
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
」　

根
の
観
察
ポ
イ
ン
ト

　

中
嶋
会
長
は
、
土
が
健
康
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
た
め
に
、
根
の
状
態
を
見
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
根
を
観
察
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
一

番
大
事
な
の
は
『
量
』
で
す
。
数
、
長
さ
、

体
積
な
ど
で
判
断
で
き
ま
す
。
次
に
大
切
な

の
が
『
若
さ
』
で
す
。
白
く
て
柔
ら
か
い
状

態
が
一
番
良
く
、
次
に
乳
濁
色
、
そ
し
て
黄

色
、
茶
褐
色
、
黒
褐
色
と
続
き
ま
す
」

「
観
察
」
が
的
確
な
作
業
に
つ
な
が
る

　
「
農
業
の
基
本
は
観
察
が
６
割
、
判
断
が

２
割
、
実
行
が
２
割
と
い
う
中
嶋
常
允
さ
ん

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
は
実
行
が
６
割
く

ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
上
の
様
子
を

観
察
し
、
根
の
状
態
を
考
え
な
が
ら
水
管
理

や
肥
培
管
理
を
行
う
の
と
、
そ
う
で
な
い
の

と
で
は
大
き
く
違
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私

は
観
察
が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
観
察
が
し
っ
か
り
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が

的
確
な
作
業
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
観
察
の

重
要
さ
を
説
い
た
中
嶋
会
長
は
、
講
演
の
最

後
に
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
紹
介
し
、

「
20
周
年
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
健

康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
先
駆
的
な
産
地
と
し

て
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念

し
ま
す
」
と
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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会津出身の芸
人

ドリルフィン
フィンズの２

人も出場！

ご来店ありがとうございました！

津出身の芸人

リルフィンフ
ィンズの２人

も出場！会津
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を
迎
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迎
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３
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４
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４
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く
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品
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く
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い
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町
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を
多
彩
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ト
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し

魅
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を
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彩
な
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ベ
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し
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し
た
。

て
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
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に
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ア
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れ
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後
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町
ふ
る
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と
振
興
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さ
れ
た
後
、
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ふ
る
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と
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興
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進
委
員
会
委
員
長
の
薄
友
喜
町

推
進
委
員
会
委
員
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の
薄
友
喜
町

長
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
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ト
を

長
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
２
日
間

準
備
し
て
い
ま
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の
で
、
２
日
間

存
分
に
楽
し
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で
く
だ
さ
い
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存
分
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し
ん
で
く
だ
さ
い
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来
場
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迎
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迎
し
、
関
係
者
に
よ

る
威
勢
の
良
い
鏡
開
き
で
ふ
る
さ

る
威
勢
の
良
い
鏡
開
き
で
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
が
開
幕
し
ま
し
た
。

と
ま
つ
り
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

例
の
「
桐
ゲ
タ
投
げ

例
の
「
桐
ゲ
タ
投
げ

全
国
大
会
」「
に
し

全
国
大
会
」「
に
し

あ
い
づ
紅
葉
ウ
ォ
ー

あ
い
づ
紅
葉
ウ
ォ
ー

ク
」
や
、
新
イ
ベ
ン
ト
の
「
日
本

ク
」
や
、
新
イ
ベ
ン
ト
の
「
日
本

一
う
ま
い
！

一
う
ま
い
！  

勝
手
に
新
米
ア
ピ
ー

勝
手
に
新
米
ア
ピ
ー

ル
選
手
権
」「
Ｎ
―
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ

ル
選
手
権
」「
Ｎ
―
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ

ン
ト
」、
福
島
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ

ン
ト
」、
福
島
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
「
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
音
楽

ス
ト
に
よ
る
「
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
音
楽

祭
」、
そ
し
て
西
会
津
産
の
新
米
や

祭
」、
そ
し
て
西
会
津
産
の
新
米
や

特
産
品
な
ど
が
当
た
る
「
西
会
津

特
産
品
な
ど
が
当
た
る
「
西
会
津

ふ
る
さ
と
大
抽
選
会
」
な
ど
、
西

ふ
る
さ
と
大
抽
選
会
」
な
ど
、
西

会
津
な
ら
で
は
の
多
彩
な
イ
ベ
ン

会
津
な
ら
で
は
の
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ト
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
ほ
か
、
新
米
や
新
そ
ば
、
西
会

た
ほ
か
、
新
米
や
新
そ
ば
、
西
会

津
味
噌
ラ
ー
メ
ン
を
は
じ
め
と
し

津
味
噌
ラ
ー
メ
ン
を
は
じ
め
と
し

た
飲
食
ブ
ー
ス
も
軒
を
連
ね
、
訪

た
飲
食
ブ
ー
ス
も
軒
を
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の
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回
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た
今
回
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西
会
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ふ
る
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と

の
西
会
津
ふ
る
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と

ま
つ
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、
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か
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つ
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、
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子
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で
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て
、
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に
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思
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さ
ん
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ベ
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ベ
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で
す
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の
わ
く
わ
く

とう

見
ぃ
〜
つ
っ
け
た
っ
！

第第オオ恒恒晴晴

第33回西会津ふるさとまつりフォトギャラリー第33回西会津ふるさとまつりフォトギャラリー

今年で 20 回目の節目を迎えた「桐ゲタ投げ全国大会」

には総勢 64 人が出場し、一般男子の部では 10㍍を

超える記録が続出！ 豪快に宙を舞う特大桐ゲタに

会場は大いに沸きました。

毎年恒例！ 自慢の歌や踊りを披露
「民俗芸能と民謡の集い」

西会津産の新米のおいしさを来場者にアピール
した「日本一うまい！勝手に新米アピール選手権」

西会津一うまい米コンテスト最優秀賞の
炊き立て新米に舌鼓「ごはん食堂」

各種コンテスト・競技

表彰受賞者
〈西会津一うまい米コンテスト〉
最優秀賞＝三瓶鉄江（出戸）

優 秀賞＝荒海百恵（小綱木）、三瓶

幸一（出戸）、齋藤知一（萱本）、

伊勢亀和夫（下小島）

〈高齢者・障がい者作品展〉
も のづくりの部・大賞＝滑沢さくら

サロン（折り紙細工・滑沢）

芸 術文化の部・大賞＝長澤幸（短歌・

芝草）「まなうらに くるくる廻る 

水車小屋 萱葺き屋根に 草花咲か

せて」

介 護サービス利用者の部・大賞＝西

会津しょうぶ苑小規模多機能（貼

り絵）　「しょうぶ苑の実りの秋」

〈桐ゲタ投げ全国大会〉
小 学生男子の部・優勝

　金子大翔（３㍍ 60㌢・郡山市）

小 学生女子の部・優勝

　堀金心結（３㍍ 40㌢・会津若松市）

少 年男子の部・優勝

　鈴木崇史（５㍍２㌢・会津坂下町）

女 子の部・優勝

　渡部友美（５㍍ 13㌢・郡山市）

一 般男子の部・優勝

　井関広大（13㍍ 55㌢・新潟県）

 ［日本新記録更新］

〈日本一うまい！勝手に新米アピール選手権〉
優勝＝典＆俊（福島市・会津若松市）

〈子育てつぶやき川柳〉
大 賞＝ペンネーム・丑年生まれ「パ

パという 手のかかる子が もうひ

とり」

秋
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西会津一うまい米を表彰西会津一うまい米を表彰
今年のグランプリは出戸の三瓶さん（中央）今年のグランプリは出戸の三瓶さん（中央）

力作ずらり！体育館展示力作ずらり！体育館展示

福島ホープスの選手がイベントを盛り上げる福島ホープスの選手がイベントを盛り上げる
福島ホープスファン感謝祭として選手らによるトークショー福島ホープスファン感謝祭として選手らによるトークショー

や選手との運動会が行われたほか、野球教室も開かれました。や選手との運動会が行われたほか、野球教室も開かれました。

至福のスイーツマウンテン至福のスイーツマウンテン
町内菓子店のスイーツが一堂に会し、オー町内菓子店のスイーツが一堂に会し、オー

プンと同時に買い物客が列を作りました。プンと同時に買い物客が列を作りました。

特産品など求め、にぎわう特産品など求め、にぎわう
ミネラル野菜をはじめ町内産農林産物の販ミネラル野菜をはじめ町内産農林産物の販

売所は大にぎわい。沖縄県大宜味村の物産売所は大にぎわい。沖縄県大宜味村の物産

販売も人気を集めました。販売も人気を集めました。

西会津ふるさと大抽選会西会津ふるさと大抽選会
１等の西会津一うまい米１俵は会津美里町１等の西会津一うまい米１俵は会津美里町

の萩生田直樹さんご家族に（右の写真）。の萩生田直樹さんご家族に（右の写真）。

ＯＫＯＭＥ音楽祭ＯＫＯＭＥ音楽祭
福島ゆかりのアーティストが会場を盛り上げまし福島ゆかりのアーティストが会場を盛り上げまし

た。【出演アーティスト】さゆりストリートジャズた。【出演アーティスト】さゆりストリートジャズ

オーケストラwith 渡辺俊美、渡辺俊美、MASATO 

AWAKE、空野大、音速ラインAWAKE、空野大、音速ライン

バケツ肉まつりバケツ肉まつり
秘伝のたれに付け込んだ西会津のソウル秘伝のたれに付け込んだ西会津のソウル

フード！大勢の家族連れなどがおいしそうフード！大勢の家族連れなどがおいしそう

に味わっていました。に味わっていました。

威勢のよい鏡開きでまつりが開幕威勢のよい鏡開きでまつりが開幕
ふるさと振興推進委員会委員長の薄町長と来賓の皆さんが威ふるさと振興推進委員会委員長の薄町長と来賓の皆さんが威

勢よく鏡開きを行い、ふるさとまつりが開幕。鏡開きの酒は勢よく鏡開きを行い、ふるさとまつりが開幕。鏡開きの酒は

来場した皆さんに振る舞われました。来場した皆さんに振る舞われました。

桐ゲタ投げ全国大会桐ゲタ投げ全国大会
大人も子どもも日本記録目指して力いっぱい「それっ！」。大人も子どもも日本記録目指して力いっぱい「それっ！」。

一般男子の部では 14 大会ぶりに日本新記録を樹立！ 写真右

上が新たな記録保持者の井関広大さん（新潟県）。

福島ホープス
の選手

の皆さんも出
場！

見頃を迎えた西会津の紅葉を堪能♪見頃を迎えた西会津の紅葉を堪能♪
にしあいづ紅葉ウォークにしあいづ紅葉ウォーク（共催：第11回いきいき健康ウォークin西会津）（共催：第11回いきいき健康ウォークin西会津）

参加者の体力に合わせて、越後街道野澤宿の風情を楽しむ６㌔コース、飯参加者の体力に合わせて、越後街道野澤宿の風情を楽しむ６㌔コース、飯

豊山と野沢平の眺望を楽しむ８㌔コース、いにしえの想いを感じる信仰の

道 10㌔コースの３コースで西会津の秋を堪能しました。道 10㌔コースの３コースで西会津の秋を堪能しました。

さゆりストリートジャズオーケストラ

音速ライン 渡辺俊美

じる信仰のTO 

上が新たな記録保持者の井関広大さん（新潟県）。上が新たな記録保持者の井関広大さん（新潟県）。

福島ホホーープ福 ホ プス福福島ホープス

渡辺俊美

第33回西会津ふるさとまつりフォトギャラリー第33回西会津ふるさとまつりフォトギャラリー イ
ベ
ン
ト
多
彩
に

秋
の
西
会
津
を
満
喫！

２日目の総合
司会を

務めたなすび
さん

ご当地ヒーロ
ー

丞神デナー初日の総合司
会を

務めた西会津
町出

身の芸人・お
くり

びと青木さん
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西会津中で光桐祭

学年ごとに劇やダンスを披露
　11月３日、「彩

いろどり

 ～一瞬の輝きを永遠の思い出に～」

をテーマに西会津中学校で光桐祭が開かれました。当日

は、実行委員長の齋藤朱峰さんの開会宣言の後、ＪＲＣ

発表や合唱コンクールのほか、学年ごとの企画として劇

やダンスなどが披露されました。また、会場では保護者

の皆さんによる食堂や、文化部の皆さんによるお茶会な

ども開かれました。

販売開始から４年目を迎えた「車麩ラスク」

高校生が新風味のアイデアを発表
　11 月１日、高校生による車麩ラスクの新風味アイ

デア発表会が西会津高校で開かれました。今回発表さ

れた新風味のアイデアは、ピンクの色合いがかわいい

「いちごみるく風味」と、爽やかな酸味の「レモン＆

オレンジ風味」です。この２つの新風味は、今後の商

品化に向け、今年のふるさとまつりで来場者に投票し

てもらいながらテスト販売を行いました。

松尾神社「上卯祭・醸造講社祭」

おいしい酒ができるよう祈願
　県内唯一の「酒の神様」として知られる松尾神社の

大祭「上卯祭」が 11 月７日に行われ、県内の９蔵元

の当主らが出席しました。上卯祭は、日本酒の仕込み

作業が本格的に始まる前に良質な酒造りを祈願する行

事で、沼澤文彦宮司が境内にある御神井から湧き水を

くんで神事を行った後、酒造りの種水となる御神水を

蔵元の当主らに分配しました。

男性としては町史上４人目

満１００歳の長寿を祝い賀寿贈呈
　山形久治さんが 10月 25日に満 100 歳を迎えられ、

同日、憩の森で賀寿贈呈式が行われました。式では、

町のほか、内閣総理大臣や県知事、町老人クラブ連合

会から賀寿と記念品が贈られ、妻の奠
さだ

子
こ

さんからは花

束が贈られました。薄町長は「これからも元気で長生

きしてください」とお祝いを述べ、式の最後には親族

を代表して渡部龍哉さんが謝辞を述べました。

　西会津小の児童らが登校すると、

黒板一面にリアルな絵画が――。

　10 月 29 日、武蔵野美術大の学

生による黒板ジャックが披露され、

６年生の教室が児童らの歓声に包ま

れました。児童らは、初めて見る黒

板ジャックに「リアルだった」「本

物そっくり」「細かい部分や光の反

射がすごい」など、驚きと感動の声

を上げ、興味深そうに作品を見入っ

ていました。この黒板ジャックは、

児童らに美術を身近に感じてもらお

うと町地域おこし協力隊の池田麗奈

隊員が企画したもので、武蔵野美術

大の平良麻陽さん（左下写真右）と

熊本幸子さん（同左）が前日に約８

時間かけて６年１組と２組それぞれ

の黒板に作品を描き上げました。

同日程で創立70周年記念事業も開催

西高公開文化祭を開催
　10月 13日と14日の２日間にわた

り、西会津高校で３年に一度の公開

文化祭「西高祭」が開かれました。

初日は開祭式に引き続き仮装行列で

町民の皆さんに翌日の一般公開を

ピーアールしたほか、２日目には、

各クラスや有志団体などがさまざま

な企画で来場者をもてなしました。

　また、本年度は西会津高校創立 70

周年にあたり、これを記念した講演

会と音楽会も合わせて開催されまし

た。準備に何カ月もの時間を掛けた

今回の行事では、生徒一人一人がそ

れぞれの立場で役割を全うし、イベ

ントを成功につなげることができま

した。責任を果たした生徒たちは、

また一段と成長したようでした。

アートの楽しさ伝える

西会津小で黒板ジャック
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西会津小で「わくわくフェスティバル」

団結 ～感動と喜びと最高の思い出を～
　11 月 17 日に「西小わくわくフェスティバル」が開

催され、児童らがこの日のために練習を重ねてきた劇

や合唱、ダンス、学習発表などを訪れた大勢の保護者

の前で堂々と発表しました。発表が終わるたびに児童

らに惜しみない拍手が送られ、閉会式の講評では、西

会津小教頭の飯野淳先生が「自信を持って頑張るみん

なの発表は素晴らしかった」と児童らを称賛しました。

西会津小４年生 37 人に貸与

西会津小に学習用タブレット導入
　町教育委員会では、児童の学力向上と家庭学習の充

実を目的に学習用タブレット型パソコンを導入しまし

た。西会津小４年生全員に貸与し、授業や休み時間、

放課後のほか、家庭に持ち帰って活用するなど効果検

証を始めました。10月 29日に行った操作説明会では、

児童らが今後定期的に派遣されるＩＣＴ支援員に操作方

法を教わりながら各教科の学習ソフトに挑戦しました。

ラジオ体操は計算しつくされた究極の運動だった！

正しい「ラジオ体操」を学ぶ
　町では、11月 10日にラジオ体操講習会を開催しまし

た。当日は、県ラジオ体操連盟の作田美代会長が講師を

務め、参加者はラジオ体操の動きを実践しながら、正し

い体の動かし方などを学びました。ラジオ体操は人の体

を満遍なく動かすために必要な運動を組み合わせて作ら

れており、継続して行うことで肩こりや腰痛の予防・回

復、柔軟性の向上などの効果があるといわれています。

平成 30 年度県きのこ品評会「なめこ・ひらたけの部」

田崎眞平さんに県知事賞
　福島県きのこ品評会の「なめこ・ひらたけの部」で

田崎眞平さんの菌床なめこが福島県知事賞を受賞しま

した。11 月 14 日、町役場に訪れた田崎さんは、薄

町長に受賞を報告し、「受賞を励みにより良いなめこ

作りに励みたい」と話しました。田崎さんは過去にも

各種コンクールで入賞しており、平成７年には全国林

業経営推奨行事で農林水産大臣賞を受賞しています。

　11 月 10 日から 11 日にかけ、「福

島ホープス杯 in 西会津少年軟式野

球大会」が福島ホープス西会津球場

と西会津高校グラウンドを会場に開

かれました。

　西会津町と喜多方市山都町出身の

メンバーで構成する「会津西Ｂ・Ｃ」

をはじめ、会津若松市や喜多方市、

会津坂下町、須賀川市、新潟県阿賀

町から総勢６チームが参加し、福島

ホープスの選手が見守る中、熱戦を

繰り広げました。

　町内の選手が活躍する会津西Ｂ・Ｃ

は３位決定戦に出場し、喜多方野球

スポーツ少年団との接戦の末、延長

戦（８回以降タイブレーク）で惜し

くも敗れました。

安座おとめゆりの里の新そばまつり

町内外からそば好き集う
　秋の深まりとともにソバの収穫期

を迎え、11 月３日には奥川地区で、

11 日には橋屋地区で、18 日には安

座地区で「そばまつり」が開かれま

した。

　安座自治区と安座蕎麦打ち愛好会

の主催で開かれた「第６回安座おと

めゆりの里の新そばまつり」には、

秋の味覚を味わおうと、今年も町内

外から大勢の家族連れなどが詰め掛

けました。会場となった安座集会所

はそばを待つ人でにぎわい、フラン

クフルト、玉こんにゃく、焼き鳥と

いった軽食や、そば打ちの実演も人

気を集めました。訪れた皆さんは、

打ちたてのそばに舌鼓を打ち、旬の

味覚を楽しんでいました。

福島ホープス杯 in 西会津

県内６チームが熱戦

一年生による音楽劇「大きなかぶ」
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

来
年
度
か
ら
の
新
し
い
プ
ー
ル
で
の
授
業
開
始
を
目
指
し
て

西
会
津
小
プ
ー
ル　

10
月
か
ら
本
格
工
事
開
始

　

西
会
津
小
で
は
、
平
成
27
年
度
の
開
校
以
来
、
さ
ゆ
り
公
園
屋
内
プ
ー
ル
を
使
用
し
て
水
泳
の
授
業

等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
水
深
の
調
整
や
利
用
日
数
な
ど
が
限
定
さ
れ
、
学
習
指
導
や
安
全
管
理
の

面
で
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
10
月
か
ら
、
こ
れ
が
改
善
さ
れ
る
西
会
津
小
独
自
の
プ
ー
ル
の
建
設

工
事
が
小
学
校
の
敷
地
内
で
始
ま
り
ま
し
た
。
町
で
は
、
本
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
、
来
年
６
月
か

ら
西
会
津
小
の
児
童
が
新
し
い
プ
ー
ル
で
授
業
が
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

全
て
の
人
に
優
し
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
施

設
と
し
、
出
入
口
に
緩
や
か
な
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
、
段
差

や
高
さ
な
ど
に
配
慮
し
ま
す
。

②
多
目
的
に
利
用
で
き
る
配
置

　

プ
ー
ル
の
入
り
口
部
分
に
広
い

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
着
替
え
後
の

待
機
場
所
、
授
業
の
説
明
の
場
や

大
会
等
の
見
学
の
場
と
し
て
多
目

的
に
利
用
で
き
る
配
置
と
し
ま
す
。

③
日
よ
け
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置

　

授
業
中
に
体
調
を
崩
し
た
児
童

の
休
憩
の
場
や
保
護
者
の
参
観
、

大
会
等
の
座
席
の
一
部
と
し
て
も

利
用
で
き
る
よ
う
、
日
よ
け
シ
ェ

ル
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

④ 

目
隠
し
フ
ェ
ン
ス（
防
犯
対
策
）

を
設
置

　

北
側
（
Ｊ
Ｒ
側
）
と
東
側
（
こ

ゆ
り
こ
ど
も
園
側
）
に
、
施
設
の

中
が
見
え
に
く
い
目
隠
し
フ
ェ
ン

ス
を
設
置
し
、
防
犯
対
策
に
も
配

慮
し
ま
す
。

⑤
児
童
に
優
し
い
施
設

　

プ
ー
ル
お
よ
び
付
属
施
設
の
床

は
、
滑
り
に
く
く
適
度
に
弾
力
性

の
あ
る
材
質
を
採
用
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
床
は
、
暑
さ
対
策
の
た
め

防
滑
性
ビ
ニ
ル
床
シ
ー
ト
に
よ
る

弾
性
舗
装
材
を
採
用
す
る
な
ど
、

児
童
に
優
し
い
施
設
と
し
ま
す
。

ま
た
、
タ
オ
ル
掛
け
も
多
数
設
置

し
て
児
童
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

ま
す
。

⑥
維
持
管
理
し
や
す
い
施
設

　

施
設
全
般
に
お
い
て
、
文
部
科

学
省
の
「
プ
ー
ル
の
安
全
基
準
の

指
針
」
に
基
づ
き
、
安
全
か
つ
衛

生
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
清
掃
等

の
維
持
管
理
の
し
や
す
い
も
の
と

し
ま
す
。

プ
ー
ル
施
設
の
概
要

① 

メ
イ
ン
プ
ー
ル

 （
25
㍍
×
10
㍍
、
深
さ
１
・
１

〜
１
・
２
㍍
、
５
コ
ー
ス
）

② 

サ
ブ
プ
ー
ル

（
12
㍍
× 

５
㍍
、
深
さ
70
㌢
）

③
付
属
棟

　

男
女
別
更
衣
室
、
男
女
別

ト
イ
レ
、器
具
庫
、機
械
室
等

④ 

そ
の
他

　

日
よ
け
シ
ェ
ル
タ
ー
、
目

隠
し
フ
ェ
ン
ス
、
シ
ャ
ワ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
等

児
童
の
安
全
確
保
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
施
設
整
備

① 

休
憩
や
待
機
場
所
、
活
動

ス
ペ
ー
ス
を
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
の
カ
ラ
ー
床

塗
装

② 

職
員
室
直
通
の
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に

設
置
と
自
動
体
外
式
除
細

動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）備
え
付
け

③ 

メ
イ
ン
・
サ
ブ
プ
ー
ル
間

の
フ
ェ
ン
ス
設
置

④ 

校
内
放
送
ス
ピ
ー
カ
ー
の

設
置

あらゆる分野で心と心が通った交流を目指す

沖縄県大宜味村と「結」交流協定を締結

就学前の子どもの保護者の皆さんへ

こゆりこども園の入園申し込みを受け付けます

　11 月４日、町では沖縄県大宜味村と心が通った交流

を続ける「結
ゆい

」交流協定を締結しました。

　同日に開催された「西会津ふるさとまつり」の中で行っ

た調印式では、両町村長が協定書に署名した後、固い握

手を交わし、薄友喜町長が「結の精神で交流を深め、よ

りよい関係を築いていきたい」と今後の展望を述べ、宮

城功光村長は「手を取り合い、さらに交流を深めていき

たい」とあいさつしました。

　健康長寿のまちづくりを目指し平成５年に始まった本

町と沖縄県大宜味村との交流は、児童生徒の交流事業を

はじめ、各種イベントにおける物産販売などを相互に行

いながら、今年で 25 年目を迎えました。

　今後は、これらの交流をさらに発展させ、老人クラブ、

食生活改善、スポーツなど、あらゆる分野で心と心が通っ

た交流を進めていきます。

　こゆりこども園では、来年４月からの入園申し込

みを受け付けています。入園を希望する場合はこゆ

りこども園（子育て支援センター）または町役場福

祉介護課にある「支給認定申請書（入園申込書）」

に必要事項を記入の上、次の関係書類を添えて期限

までに提出してください。

◆関係書類

◎保護者の就労等証明書（様式が変わります）

◎個人番号（マイナンバー）確認用紙

※ 就労等証明書の様式を今回の受け付けから国の標

準様式に変更します。職場の証明をもらう際には

ご注意ください。

※ 個人番号（マイナンバー）確認用紙は保護者が平

成 30 年１月１日現在で西会津町に住所がない場

合に必要です。

※ 申請書および関係書類は、町ホームページからダ

ウンロードできます。

◆入園できる児童

　生後６カ月～就学前の児童

◆申込期限

　平成 30 年 12 月 21 日（金）

＜提出・問い合わせ先＞

　こゆりこども園（子育て支援センター）

　☎ 45―4332

西会津小プール整備の基本コンセプト

西会津小プールの平面図

メインプールメインプール

（25㍍、５コース）（25㍍、５コース）

サ
ブ
プ
ー
ル

サ
ブ
プ
ー
ル

男
子
更
衣
室

男
子
更
衣
室

入
り
口

入
り
口

日よけシェルター日よけシェルター

タオル掛けタオル掛け

水飲み場水飲み場

スロープスロープ

シャワーシャワー
ユニットユニット

女子女子
更衣室更衣室機械室機械室

器具庫器具庫

男子男子
トイレトイレ

女子女子
トイレトイレ

日よけシェルター日よけシェルター
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

建設水道課・管理係からのお願い

除雪作業にご理解とご協力をお願いします
　朝晩めっきり冷え込むようになりました。今年もいよいよ本格的な

雪の季節がやってきます。町では、皆さんの冬の暮らしを守るため、

除雪体制を整え、生活道路の円滑な交通の確保に取り組んでいきます。

本町のような豪雪地域で冬を快適に過ごすためには、皆さんのご理解

とご協力が不可欠です。次のことに配慮していただき、共に快適な冬

の生活を築いていきましょう。

◆路上駐車は絶対にしない

　  　１台でも路上駐車があると、そこから先の除雪

作業が行えない場合がありますので、夜間の路上

駐車は絶対しないようお願いします。

◆早朝除雪時の騒音はご容赦ください

　  　通勤や通学に支障が出ないよう、早朝に作業を

実施しています。また、降雪状況によっては深夜

に出動する場合もあります。除雪作業時の騒音は

ご容赦ください。

◆屋根からの雪は自分で片付ける

　  　屋根からの落雪や雪下ろしで道路に雪が落ちる

場合は、通行の支障とならないよう各家庭での処

理にご協力をお願いします。

◆障害物には赤い目印を付ける

　  　除雪作業により破損する恐れのある構造物は、

赤い布切れなどで目立つよう表示してください。

◆スノーポールの保全にご協力ください

　  　除雪作業を安全に行うため、道路の路肩に紅白の

スノーポールを立てています。除雪作業の ｢道しる

べ｣ ですので、倒れているポールを発見した場合は、

立て直しにご協力をお願いします。

◆除雪車両には絶対に近づかない

　  　除雪車両に近づくと、思わぬ事故に巻き込まれる

恐れがあります。大変危険ですので、絶対に近づか

ないようにしましょう。

◆田畑に砂利などが入ることがあります

　  　細心の注意を払い作業にあたっていますが、雪に

付着した砂利などが田畑に入る場合があります。ご

了承ください。また、自治区等での砂利拾いにご協

力をお願いします。

＜問い合わせ先＞

　建設水道課　管理係　☎ 45―4530

新しい１年の始まりに町の未来を語り合う

１月 11日（金）に新春交歓会を開催します
　町では、新しい一年を迎えるにあたり、町民の皆さんが一堂に会

して輝かしい「西会津町」の未来を語り合い、互いの親睦を深める

ことを目的に「新春交歓会」を開催します。ぜひご参加ください。

◆開催日　平成 31 年１月 11 日（金）

◆会場　町公民館  大ホール

◆申込期限　平成 30 年 12 月 21 日（金）

◆会費　１人２，０００円（当日にご持参ください）

◆申 込方法　申込用紙は町役場または町公民館、新郷連絡所、奥川

みらい交流館にあります。必要事項を記入の上、期限までに申

し込みください。

〈申込・問い合わせ先〉　町公民館　☎ 45―3244

おこづかいから募った大切な善意

西会津中と西会津小が赤い羽根共同募金を引き渡し
　10 月 29 日に西会津中生徒会の皆さん、11 月 14 日に西会津小の杉原羽空さんと齋藤光峰さ

んが町役場を訪れ、各校で募った「赤い羽根共同募金」を薄友喜町長に引き渡しました。西会津

中生徒会長の佐藤芽生さん（左写真の左から２人目）や西会津小の２人は「困っている人を助け

るために役立ててほしい」と薄友喜町長に赤い羽根共同募金を引き渡しました。薄町長は「おこ

づかいから募った大切なお金。大事に使わせていただきます」と感謝を述べました。

町民と町長が直接意見を交わす場

「町長室に行ってみよう！」を開催しました
　町では、町民の皆さんと町長が「まちづくり」や「地域おこ

し」「町の未来」など、自由なテーマで意見を交換し、これを

町政に反映することなどを目的に、町長と直接意見を交わす「町

長室に行ってみよう！」を 10 月 23 日に初めて開催しました。

当日は、開始時間前から町民の皆さんが町役場を訪れ、それぞ

れ 20 分程度、町長室で薄町長と対話しました。この「町長室

に行ってみよう！」は、今後も定期的に開催する予定で、第２

回の日程は次のとおりです。

◆日時　12 月 17 日（月）

　　　　【午前】10 時～正午

　　　　【午後】１時～３時

◆場所　町役場　町長室

◆対 象　町民であれば、どなたでも町長と対話でき

ます。１人または１団体あたり 30 分を目安に

町長と意見を交わします。第２回から事前に予

約を受け付け、あらかじめ来庁いただく時間の

調整を行います。

◆そ の他　対話内容のうち、広く町民の皆さんに周知

する必要があるものについては、対話者の承諾を

得て町広報紙やホームページに掲載します。

◆各種団体等との対話も実施

　 　「町長室に行ってみよう！」とは別に、各種団体

等との対話も実施します。希望する場合はお気軽に

問い合わせください。

＜申込・問い合わせ先＞

　企画情報課・情報政策係　☎ 45―4536

――――― 第２回  町長との直接対話「町長室に行ってみよう！」 ―――――
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

建設水道課・上下水道係からのお知らせ建設水道課・上下水道係からのお知らせ

冬期間の水道使用料と使用上の注意点冬期間の水道使用料と使用上の注意点
◆冬期間の水道料金について

　 　冬期間は、積雪等によりメーター検針が困難に

なるため、12 月分～３月分の水道料金は、９月

～ 11 月の平均使用水量をもとに算定した概算額

を納めていただくことになります。その後、４月

に検針を再開してから過不足分を精算することに

なりますので、ご了承ください。

◆冬期間の水道使用の注意点

　 　昨年度、漏水が多発しました。冬期間に水道管

を凍結させないために次のことを確認してくださ

い。

　① 電熱ヒーターの電源を入れる（電熱ヒーターの

点検もしてください）

　② 不凍水抜栓の作動確認を行う（雪による破損防

止のため、雪囲いもしてください）

　③ メーターボックスを保温する（メーターボック

スに布や発泡スチロールを入れる）

◆漏水の点検について

　 　水道管の老朽化や凍結などにより、気付かない

うちに宅内で漏水している場合があります。その

場合、水道料金が高額になってしまいますので、

時々、メーターや家の周りを確認してください。

※ 自宅や近所の空き家などの漏水を発見した場合

は、町指定の水道業者か建設水道課に連絡をお願

いします。

◆冬期間に家を留守にする場合は…

　   冬期間に家を留守にする人は、降雪前に水道メー

ター休止の手続きを行ってください。降雪後に手続

きを行う場合はメーターボックス周辺の除雪をお願

いします（開始の場合も同じです）。

　 　凍結により水道管が破裂したり、凍結防止のため

に水道を出したままの状態にすると、水道料金に反

映して、検針再開時に高額な水道料金が請求される

場合もありますので、不凍水抜栓や電熱ヒーターの

設置をお勧めします。不凍水抜栓等の設置について

は、建設水道課または町指定の水道業者に問い合わ

せください。

＜連絡・問い合わせ先＞

　建設水道課　上下水道係　☎ 45―4534町長コラム その３
　先日、新潟県弥彦村で開催された全国の市町村で構　先日、新潟県弥彦村で開催された全国の市町村で構

成している地方創生市町村長協議会主催の「地方創生成している地方創生市町村長協議会主催の「地方創生

創創
いい

き生き町おこしサミット」に参加してきた。まず驚き生き町おこしサミット」に参加してきた。まず驚

いたのは、サミット会場が弥彦神社社務所で、懇親会いたのは、サミット会場が弥彦神社社務所で、懇親会

場が弥彦競輪会館の選手宿泊所で行われたことであっ場が弥彦競輪会館の選手宿泊所で行われたことであっ

た。さらに、関係者一同が神社のお祓いを受けてからた。さらに、関係者一同が神社のお祓いを受けてから

会議は始まり、いつもと違う雰囲気の中でのサミット会議は始まり、いつもと違う雰囲気の中でのサミット

だった。今回のテーマは「地方創生と農業」で、まずだった。今回のテーマは「地方創生と農業」で、まず

内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局次長から内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局次長から

「待ったなし地方創生」について説明があり、その後、「待ったなし地方創生」について説明があり、その後、

参加の市町村長から現状と課題について、取り組み等参加の市町村長から現状と課題について、取り組み等

が紹介された。長野県朝日村は、農業の年収が一軒当が紹介された。長野県朝日村は、農業の年収が一軒当

たり 5,000 万円以上で、村内の金融機関に１億円以たり 5,000 万円以上で、村内の金融機関に１億円以

上貯金しているのはほとんどが農家だという。レタス上貯金しているのはほとんどが農家だという。レタス

やホウレン草など野菜栽培で後継者問題はないとのこやホウレン草など野菜栽培で後継者問題はないとのこ

と。朝日村もサルやイノシシ等が出没するため電気柵と。朝日村もサルやイノシシ等が出没するため電気柵

を使ってその対策を行っており、長野県の補助と村がを使ってその対策を行っており、長野県の補助と村が

全額を負担して実施している。村負担分には特別地方全額を負担して実施している。村負担分には特別地方

交付税措置があり、実質１割程度の負担だという。恥交付税措置があり、実質１割程度の負担だという。恥

ずかしいことであるが知らなかった。西会津町の対策ずかしいことであるが知らなかった。西会津町の対策

も考えなくてはと思った。改めていろいろな会議や場も考えなくてはと思った。改めていろいろな会議や場

所に出ることは情報収集になり、まさに町長の仕事は所に出ることは情報収集になり、まさに町長の仕事は

外交が大切だと感じたサミットであった。西会津町の外交が大切だと感じたサミットであった。西会津町の

農業をどう守り振興していくか正念場、課題は山積し農業をどう守り振興していくか正念場、課題は山積し

ている。全力で取り組まなければ……。ている。全力で取り組まなければ……。

西会津町長

薄町長にシーズン終了報告

福島ホープス・岩村監督が町役場を訪問

宝くじの社会貢献広報事業

コミュニティ助成事業で太鼓を修繕

伝統産業「出ヶ原和紙」の後継者を目指す

滝澤徹也さんが県の地域おこし協力隊に着任

　10 月 31 日、福島ホープスの岩村明憲監督がシーズン終了報告のため町

役場を訪れ、薄町長と懇談しました。

　今季の福島ホープスはＦＵＴＵＲＥ－Ｅａｓｔにおいて前期・後期共に２位の

成績で、４季連続となるチャンピオンシップシリーズ出場を果たしましたが、

群馬ダイヤモンドペガサスに一歩及ばず、地区優勝とはなりませんでした。

　町では、福島の、地域の皆さんのさまざまな「望み」をかなえられる球団

を目指す福島ホープスの活動をこれからも応援していきます。

　野沢８町内では、本年度に一般財団法人自治

総合センターのコミュニティ助成事業により、

野沢祭礼の際に使用する太鼓の修繕および新規

購入を行いました。

　コミュニティ助成事業は、地域社会の発展と

住民福祉の向上などを目的に「宝くじの社会貢

献広報事業」として宝くじの受託事業収入を財

源に実施されています。

　地域で脈々と受け継がれている伝統産業の後継者として、福島県が募集す

る地域おこし協力隊に滝澤徹也さんが着任し、町では 11 月 13 日に委嘱状

交付式を行いました。

　式では、薄友喜町長が滝澤さんに委嘱状を手渡した後、「町の伝統の和紙

である出ヶ原和紙を受け継ぎ、日本各地に広めてください」とあいさつし、

滝澤さんは「西会津町の素晴らしい資源を世界に広められるよう精一杯頑張

ります」と抱負を述べました。薄町長に抱負を述べる滝沢さん
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どこトレ

お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

林業退職金共済

　

喜
多
方
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
福
島
地
方
法
務
局
喜
多
方

証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通

事
故
が
多
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ま
す
。
県
民
一
人

一
人
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

交
通
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ー
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の
順
守
、
正
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い
交

通
マ
ナ
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の
実
践
を
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付
け
、

事
故
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
の
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間
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日
（
月
）

　

〜
平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）

◆
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ハ
イ
ビ
ー
ム　

上
手
に
使
っ
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事
故
防
止
」

◆
運
動
の
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点

①
高
齢
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の
交
通
事
故
防
止
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や
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通
事
故
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（
特
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射
材
用
品
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ど

の
着
用
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進
）
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全
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の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
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ャ
イ
ル
ド
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ー
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正
し
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の
徹
底

④
飲
酒
運
転
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根
絶

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
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町
民
生
活
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２
２
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喜
多
方
市
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登
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明
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付
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ま
す

年
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始
の
交
通
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故
防
止
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ぐ
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動

て
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証
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付
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ぜ
ひ
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。

◆
設
置
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喜
多
方
市
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所
本
庁
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福
島
地
方
法
務
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方
証
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ス
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ー

◆
受
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時
間

　

平
日
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前
９
時
〜
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お
よ

び
午
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〜
４
時
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分

◆
取
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務

◎ 

全
国
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土
地
・
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び
会
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法
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の
登
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証
明
書
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全
国
の
会
社
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法
人
の
代
表
者
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証
明

◎ 

会
社
・
法
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証
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印
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書
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印
鑑

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
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す
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。
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ュ
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記
部
門
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と
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東
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い
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ル
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定
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再
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〜
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。
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５
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約
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切
り
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）

◆
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書
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発
生
し

て
い
ま
す
。

　

油
が
河
川
等
に
流
出
す
る
と
、

下
流
域
の
農
業
用
水
、
漁
業
お
よ

び
水
道
水
源
な
ど
の
利
水
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
、
魚
類
の
生
息
環

境
悪
化
を
招
い
た
り
、
悪
臭
の
原

因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

灯
油
な
ど
を
扱
う
際
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
、
流
出
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
給
油
現
場
を
離
れ
な
い

◎ 

給
油
後
の
弁
の
閉
め
忘
れ
に
注

自
動
車
の
登
録

（
変
更
・
移
転
・
抹
消
）

は
お
済
み
で
す
か

林
業
退
職
金
共
済

制
度（
林
退
共
）の
退

職
金
請
求
に
つ
い
て

油
流
出
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う

有
料
広
告
を
募
集

　

広
報
に
し
あ
い
づ
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
中
で
す
。
詳
し

の
よ
う
な
場
合
は
３
月
29
日
ま
で

に
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
住
所
が
変
わ
っ
た

◎ 

自
動
車
を
人
に
譲
っ
た

◎ 

廃
車
し
た 

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

　

課
税
第
二
課

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
２
６
１

意
す
る

◎ 

屋
根
か
ら
の
落
雪
や
、
除
雪
作

業
時
に
タ
ン
ク
や
配
管
を
破
損

し
な
い
よ
う
注
意
す
る

◎ 

老
朽
化
に
よ
る
亀
裂
や
漏
出
が

な
い
か
点
検
す
る

※ 

万
一
、
油
を
流
出
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
町
や
消
防

署
、
会
津
地
方
振
興
局
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

◎
町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

◎
県
会
津
地
方
振
興
局

　

県
民
環
境
部　

環
境
課

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
３
９
１
２

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
規
格

◎
半
枠
＝
縦
４
㌢
×
横
８
・
５
㌢

◎
全
枠
＝
縦
４
㌢
×
横
１
７
・
５
㌢

◆
広
告
掲
載
料
（
１
カ
月
）

◎
町
内
企
業
・
団
体
・
個
人

　

半
枠
＝
５
，
０
０
０
円

　

全
枠
＝
１
０
，
０
０
０
円

◎
町
外
企
業
・
団
体
・
個
人

　

半
枠
＝
７
，
５
０
０
円

　

全
枠
＝
１
５
，
０
０
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

企
画
情
報
課　

情
報
政
策
係

　

☎
45
―
４
５
３
６

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
当
時
に
林
業
退
職

金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
た
人

も
し
く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
人
で
、
退
職
金
請
求
手
続

き
を
し
た
心
当
た
り
の
な
い
人

は
、
こ
の
退
職
金
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お

気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本

部
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で
は

被
共
済
者
が
確
実
に
退

職
金
を
受
け
取
れ
る
よ

う
、
現
況
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
調
査

に
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

◎
農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

◎ 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構　

林
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部

　

☎
03
―
６
７
３
１
―
２
８
８
９

　

県
内
で
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
に
は
応
対
せ
ず
、

交
番
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

な

り

す

ま

し

詐
欺
に
注
意
‼

５

Nishiaizu　2018・12　│　2021　│　Nishiaizu　2018・12



「いきいきライフ」「チャレンジ食育」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

筋
力
を
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
て
、
ず
っ
と
元
気
に

筋
力
を
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
て
、
ず
っ
と
元
気
に

貯
筋
う
ん
ど
う
教
室
を
紹
介
し
ま
す

貯
筋
う
ん
ど
う
教
室
を
紹
介
し
ま
す

無理なく、おいしく無理なく、おいしく
減塩しましょう減塩しましょう

食べることは
人生の楽しみ

　

筋
力
は
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、運
動
機
能
の
向
上
が
必
要
な
人
を
対
象
に
、い
つ
ま
で
も
元
気
に
、

自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
３
カ
月
間
集
中
し
て
足
腰
の
筋
力
を
鍛
え

る
「
貯
筋
う
ん
ど
う
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
の
調
査
結
果
か
ら

　

減
塩
が
体
に
良
さ
そ
う
だ
と
い
う

こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
分
か
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も

自
分
が
「
取
り
す
ぎ
」
な
の
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
が
平
成
28
年
に
行
っ
た
調
査
に

よ
る
と
、
町
の
食
塩
摂
取
量
の
平
均

は
、
１
日
当
た
り
男
性
12
・
７
㌘
、

女
性
10
・
９
㌘
で
し
た
。
こ
れ
は
、

県
の
平
均
で
あ
る
男
性
11
・
８
㌘
、

女
性
９
・
９
㌘
（
平
成
28
年
度
県
民

食
行
動
調
査
）
よ
り
多
く
、
国
が
目

標
と
し
て
い
る
男
性
８
㌘
未
満
、
女

性
７
㌘
未
満
を
大
き
く
超
え
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
か
ら
、
西
会
津
町
の

健
康
づ
く
り
に
と
っ
て
減
塩
が
必
須

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

食
塩
を
取
り
過
ぎ
る
と
…

　

食
塩
は
、
体
の
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
取
り
過
ぎ
る
と
血
液

中
の
水
分
量
が
増
え
、
こ
れ
に
伴
い

血
流
量
が
増
え
る
た
め
、
血
圧
が
上

昇
し
ま
す
。
高
血
圧
に
な
る
と
血
管

に
負
担
が
か
か
り
、
動
脈
硬
化
な
ど

作りやすい分量（４人分）
　卵 １個

　牛乳 ３５０㍉㍑

　塩 小さじ１/２

　しょう油 小さじ１/２

　みつば 少々

作り方
　 ① 大きめの計量カップ（５００㍉㍑程度）

に卵を入れて溶きほぐす。

　② ①に牛乳を少量ずつ混ぜながら注ぎ
入れ、塩、しょう油を加える。

　③ ３㌢程度に切ったみつばを４つの器
に入れ、②を等分に注ぐ。

　④ ２㌢の高さまで水を入れたフライパ
ンにひとつずつラップした③を入

れ、ふたをする。

　⑤ 強火で２～３分、卵液が白っぽくな
り表面が固まってきたら火を弱め、

弱火で７～８分蒸せば出来上がり！

ふるふると滑らかな口当たり

で、蒸し器を使わずフライパ

ンで簡単に作れます。

牛乳を “ だし ” に使うと無理

なく減塩できますよ！

気
付
い
た
と
き
に
コ
ツ
コ
ツ

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

齋藤  紀子齋藤  紀子
管理栄養士管理栄養士

今月のオススメ

貯
筋
貯
筋
う
ん
ど
う

う
ん
ど
う
教教
室室
と
は
と
は
？？

　

町
で
は
、
75
歳
以
上
で
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
人
に
「
生
活

機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に

該
当
す
る
場
合
は
個
別
に
「
貯
筋

う
ん
ど
う
教
室
」
を
案
内
し
、
運

動
を
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

〈
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
〉

　

次
の
５
つ
の
質
問
の
う
ち
、
３

つ
以
上
該
当
し
た
人
は
運
動
機
能

の
向
上
が
必
要
で
す
。

① 

壁
や
手
す
り
を
伝
わ
ら
な
い
と

階
段
を
昇
れ
な
い

② 

何
か
に
つ
か
ま
ら
な
い
と
椅
子

か
ら
立
ち
上
が
れ
な
い

③
15
分
続
け
て
歩
け
な
い

④ 

こ
の
１
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が

あ
る

⑤
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

教
室
の
内
容

　

教
室
で
は
主
に
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
の
も
と
、
椅
子
に
座
っ

て
行
う
全
身
の
機
能
向
上
の
た
め

の
運
動
や
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
機

器
を
使
っ
た
足
腰
の
機
能
向
上
の

た
め
の
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
と
は
？

　

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
器
械
を
使
っ

た
運
動
は
、
普
段
使
わ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
筋
肉
を
動
か
す
こ
と

が
目
的
で
す
。
個
々
の
体
力
に
応

じ
て
負
荷
を
調
節
で
き
る
の
で
、

が
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ん
な
人
は
要
注
意
！

◎
食
塩
量
を
気
に
し
て
い
な
い

◎
塩
味
が
濃
い
の
が
好
き

◎ 

ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
な
ど
の
汁
は

ほ
と
ん
ど
飲
む

◎ 

味
見
を
し
な
い
で
す
ぐ
に
調
味
料

を
か
け
る

◎ 

ス
ー
プ
や
み
そ
汁
な
ど
の
汁
物
を

１
日
２
杯
以
上
飲
む

◎ 

漬
物
や
塩
蔵
品
（
た
ら
こ
、塩
鮭
、

佃
煮
な
ど
）
を
よ
く
食
べ
る

お
い
し
く
減
塩
す
る

ポ
イ
ン
ト

①
酸
味
や
香
辛
料
、
香
り
を
使
う

② 

「
か
け
て
」食
べ
る
よ
り「
つ
け
て
」

食
べ
る

③
だ
し
の
う
ま
み
を
利
用
す
る

④
汁
物
は
具
だ
く
さ
ん
に
す
る

⑤ 

適
温
に
し
て
薄
味
で
も
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
る

⑥ 

外
食
や
加
工
食
品
の
取
り
過
ぎ
に

注
意
す
る

⑦
漬
物
の
量
に
注
意
す
る

⑧ 

牛
乳
の
コ
ク
と
う
ま
味
で
薄
味
を

カ
バ
ー
す
る

無
理
な
負
担
を
か
け
ず
に
効
率
よ

く
体
を
動
か
せ
る
と
い
っ
た
利
点

が
あ
り
ま
す
。
教
室
で
は
、
足
腰

の
機
能
向
上
の
た
め
の
３
種
類
の

機
器
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

教
室
の
効
果

　

腰
痛
や
膝
の
痛
み
が
軽
減
す
る
、

体
を
動
か
し
や
す
く
な
る
、
姿
勢

が
良
く
な
る
、
体
力
に
自
信
が
つ

く
、
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
教
室
に
参
加
し
た
方
か

ら
は
、「
体
が
軽
く
な
っ
た
」「
ひ

ざ
の
痛
み
が
良
く
な
っ
た
」「
歩

き
や
す
く
な
っ
た
」「
気
持
ち
が

明
る
く
な
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

片
足
立
ち
は
、
バ
ラ
ン

ス
能
力
や
下
肢
の
筋
力
の

向
上
に
効
果
的
。
毎
日
続

け
る
こ
と
で
転
倒
し
に
く
く
な
り

ま
す
。

　

と
て
も
手
軽
で
簡
単
な
運
動
な

の
で
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
あ
る
と

き
に
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

牛乳を “だし ”にした
牛乳を “だし ”にしたミルク茶碗蒸し
ミルク茶碗蒸し

　病気をしてから体が不自由なた

め、筋力をつけて、できるだけ自分

のことは自分で行い、畑仕事を続け

たいと思い参加しました。主人や周

りの人の協力をもらいながら、教室

に参加できることを感謝していま

す。教室に来ると、みんなに会えて、

体も心もすっきりし、また明日がん

ばろうという気持ちになります。健

康づくりに熱心な西会津町に生まれ

て良かったです。

井上  ハルノさん（道目）
（平成 29・30 年度参加）

転
倒
防
止
に

や
っ
て
み
よ
う
！

「
開
眼
片
足
立
ち
」

　

左
右
の
足
で
１
分
ず
つ
、
１
日

３
回
が
目
標
で
す
。

　

転
倒
し
な
い
よ
う
に
、
必
ず
つ

か
ま
る
も
の
が
あ
る
場
所
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

貯筋うんどう教室の参加者にインタビュー

物永  葉子物永  葉子
健康運動指導士健康運動指導士
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作品名　
　「椿と桜」

作品紹介
　“わらべ・絲”も、早いもので３年目に入りました。

多くの先輩方の指導を受けながら作品を作り上げ、

楽しんでいます。数十年前の帯や衣
い

桁
こう

を取り出し

て、椿、桜、七宝まりを飾ってみました。製作期

間はだいたい20日間です。

　初めて七宝まりの作り方を教わったときは、ひ

とつずつ作っていると本当に形になるのか何だか

不安でしたが、最後に糸をすっと引っ張ると、き

れいに“まり”の形になって感動したことを覚え

ています。

今月は、
橋谷田 美枝さん（６町内）の作品です。

町民ギャラリー  わらべ・町民ギャラリー  わらべ・絲
いといと

『人は口から死ん
でいく』

安藤 正之［著］
自由国民社

『体と心の疲れが消えていく
「滋養食」』
藤田  紘一郎［著］
三笠書房

『歪んだ波紋』
塩田  武士［著］
講談社

『愛なき世界』
三浦  しをん［著］
中央公論新社

『向日葵のある台所』
秋川  滝美［著］

角川書店

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

口の中は、「小さな地

球」。この環境を大切

にすれば、健康な体

を手に入れられるでしょう。咬み合わせの名医と

言われている著者が口腔と病との密接な関係をわ

かりやすく解き明かし、口のケアの大切さを様々

な事例を交えて説明しています。歯や唾
だ

液だけで

なく、舌のストレスが体の別な場所に不調として

現れるなど、驚きの最新口腔医学に目からウロコ

の内容です。

市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

西
会
津
チ
ー
ム
初
戦
突
破
な
ら
ず

笑
顔
つ
な
が
る
「
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
」

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
市
町
村

対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
相
馬
市
の
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
、
県
内
55

市
町
村
の
代
表
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
回
で
４
回
目
の
出
場
と
な
っ

た
町
チ
ー
ム
は
、
鈴
木
暁
新
監
督

　

平
成
29
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
「
地
域
学
校
協
働
活
動
事

業
」
を
、
皆
さ
ん
は
知
っ
て

い
ま
す
か
。
正
直
、
名
前
が

長
く
て
…
…
と
い
う
人
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
町
で
は
こ
の
事
業
を
通

し
て
、
普
段
接
点
の
な
い
子

ど
も
と
大
人
が
関
わ
り
合

い
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
や

創
造
的
な
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ほ
か
、
誰
か
の
た

め
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
愛
好
者
と
中
学
生
の

交
流
や
、
誰
で
も
気
軽
に
育

児
な
ど
の
相
談
が
で
き
る

「
家
庭
教
育
相
談
室
」。
今
年

初
め
て
開
催
し
た
「
漢
字
検

定
」
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と

は
、「
地
域
」
と
「
学
校
」「
家

庭
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
り

合
い
、
三
者
の
全
て
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
の
活
動
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
す
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
今
後

も
こ
の
事
業
を
広
め
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

の
下
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の

夜
間
練
習
の
ほ
か
、
柳
津
町
チ
ー

ム
や
会
津
坂
下
町
チ
ー
ム
と
練
習

試
合
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
で
は
、
昨
年
か
ら

ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
の
練
習
を
始
め
た

２
人
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
登
板
し
、

力
投
を
見
せ
ま
し
た
。

　

町
チ
ー
ム
は
初
戦
、
浅
川
町

チ
ー
ム
の
猛
攻
を
初
回
１
点
に
抑

え
た
も
の
の
、
２
回
以
降
も
攻
撃

の
手
を
緩
め
る
こ
と
の
な
い
浅
川

町
チ
ー
ム
に
毎
回
得
点
を
挙
げ
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
反
撃
に
出

よ
う
と
バ
ッ
ト
に
力
を
込
め
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
得
点
に
は
つ
な

が
ら
ず
、
12
対
０
（
４
回
コ
ー
ル

ド
）
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
残
念
な
が
ら
初
戦
敗

退
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
町
チ
ー

ム
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
も
前
進
し
続
け
、

来
年
こ
そ
は
勝
利
を
つ
か
み
取
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

気迫のピッチングを見せる佐藤健吾投手気迫のピッチングを見せる佐藤健吾投手

ゲートボール交流ゲートボール交流

漢字検定の様子漢字検定の様子

初マウンドの新田翔平投手初マウンドの新田翔平投手
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　高知県出身、26 歳。平成 30 年７

月から情報発信担当の町地域おこし

協力隊員。西会津町の魅力を取材や

インタビューなどで収集し、町公式

ＳＮＳで発信中！（フェイスブック

「なじょな町、西会津」）

　今年の５月に友人家族と

バーベキューしたときの写

真です。毎年集まるたびに

子どもが増え、にぎやかに

なっています

　「Ｔｈｅ Ｂａｃｏｎｓ」

復活させましょう！

◆趣味は？

　 サッカーや格闘技を見るこ

と

◆熱中していることは？

　 子育てを楽しんでいます

◆自分を一言で表現すると？

　 お調子者

◆最近感動したことは？

　 子どもの運動会。ビデオで

何度も見ていますが、全然

飽きないです

居村  浩
こうへい

平隊員

佐藤  雄
ゆう

二
じ

さん  ［出ヶ原］

田崎  新
しん

悟
ご

さん（11 月号）

からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　私は将来、何千人、何万人というたくさん

の人を笑顔にしたり、何かを伝えられたりで

きるような職業に就きたいと思っています。

そう思うようになったきっかけは、ある有名

人のイベントに行ったとき、たくさんのファ

ンを笑顔にするその人に感動し、とても素
す

敵
てき

なことだなと思ったからです。私も、その人

たちのような輝いた存在になりたいと思いま

した。

◆努力していること――

　  　自分がやりたいと思ったことは、すぐに行

動に移すようにしています。何気なく始めた

ことが夢に近づくきっかけになるかもしれな

いので、やりたいことは必ず一度やってみる

ようにしています。

◆未来の自分に一言――

　  　たくさんの人を笑顔にすることができてい

ますか？ それがどんな形だとしても、15 歳

の私はできていると信じています。

　［３年・文化部  部長 ］

齋藤  心
し ず く

透さん

聞いて！
　　　わたしの夢

■ まちの人口

　　　　 　11月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，３７９人　　 （－　３人）

男 　 　３，０８０人　　 （－　１人）

女 　 　３，２９９人　　 （－　２人）

世　帯　 　２，６６６世帯　　 （±　０世帯）

■ お誕生おめでとう

石川　　翔
しょう

くん　   　将人・成美　　１町内

青木　　萩
しゅう

くん　   　基至・千明　　９町内１

佐藤　和
か な と

菜永くん  　和也・美花菜　西林東

齋藤　　楓
かえで

ちゃん   　篤・祥子　　　上野尻

■ ご結婚おめでとう

久保園　善隆  熊本県

三瓶　李奈  　さゆりが丘

■ お悔やみ申し上げます

石川　綾子　（91）　昭典　祖母　１町内

小野木　伸夫（84）　圭一　 父 　９町内２

山本　ノブ子（85） 岩沢 陽子   母  　10町内

佐藤　　晃　（73）　 実 　 父 　上野尻

齋藤　正男　（83）　正人　 父 　上野尻

荒海　ハナヨ（95）  喜美雄  母 　小綱木

戸籍の窓口   
（10月受け付け分）

柿
を
食
べ
て

　

西
会
津
に
来
て
か
ら
４
カ
月
が
経
ち
、
町
は
紅
葉
を

迎
え
、
季
節
の
変
わ
り
を
は
っ
き
り
感
じ
ま
す
。
よ
く

見
か
け
る
、
枝
が
折
れ
そ
う
な
ほ
ど
実
を
付
け
た
不
気

味
な
木
が
「
身
不
知
柿
」
だ
と
知
り
、
そ
の
名
前
の
可お

笑か

し
さ
か
ら
か
、
美お

味い

し
さ
か
ら
か
、
ぼ
く
は
す
っ
か

り
そ
れ
を
気
に
入
り
ま
し
た
。
名
前
の
由
来
は
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
が
、「
渋
柿
な
の
に
た
く
さ
ん
の
大
粒
の

実
を
つ
け
る
身
の
ほ
ど
知
ら
ず
な
柿
」
と
い
う
説
に
、

な
に
か
物
語
を
感
じ
ま
す
よ
ね
。

　

さ
て
、「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
の
協
力
隊
ブ
ー
ス
で

は
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
し
た
た
め
て
く
れ
た
方
に
コ
ー

ヒ
ー
を
振
る
舞
う
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
コ
ー
ヒ
ー
屋

さ
ん
を
開
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
好
評
で
、
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。
皆
さ
ん
、
愛

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
こ
か
で
昇
華

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
何
を
や
ろ
う
か
な
、
楽
し
み
で
す
。

◆特技は？

　剣道とドラ…国旗クイズ

◆あなたのモットーは？

　 ポジティブシンキング

　～思いは通じる～

◆今後やってみたいことは？

　 仲間と一緒に剣道とかバンド

とかやる時間をつくっていき

たいです

◆次の方を紹介してください

　Ｋ・Ｍさん（１町内）

裏山にちょくちょく出没
（注：ペットではありません）
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カモシカのケビンです！
の
！



　縄文時代後期に始まったとされる稲作は、弥生時

代には区画や水路が整備されてきたといわれていま

す。奥川の地域もこれと時を同じくして稲作が発展

したと想像されます。「大堰」ともいわれる「五ケ

村堰」の開
かい

鑿
さく

時期は、江戸時代初期の延宝７年

（1673）に作成された「吉
よしだぐみせきつつみおんあらためちょう

田組堰堤御改帳」に記載

があることから、それ以前であることは間違いあり

ません。小屋集落内の奥川左岸を取水口とし、新町

集落南までの５㌔余りを流れ、およそ 30 町歩の水

田を潤してきました。「幅３尺、深さ３尺」という

この堰の水は、生活用水としても活用され、沿線に

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その20その20

地域を支えた「五
ご

ケ
か

村
そ ん

堰
ぜ き

」物語

広報にしあいづ №722　平成30年12月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：井上  忠
ただし

さん

↑小屋集落内の取水口付近

↑取水した水が流れる五ケ村堰

五ケ村堰五ケ村堰

取水口取水口
笹川郵便局

小屋小屋

宮野宮野
中町中町

新町新町

真ケ沢真ケ沢

住む家庭では、鍋釜を洗い、風呂水として汲
く

み、野良着の洗濯などに

も利用し、とても重要な存在だったのです。また、中町集落にあった

小中学校では多くの子どもたちの飲料水として使われ、さらに防火用

水としての役割も大きなものがありました。この堰周辺の集落は、飯

豊山を源流とする奥川のつくった河岸段丘上にあり、地下水が乏しく、

開発や生活はこの堰への依存度が非常に高かったのです。

　今ではこの堰に関わる小屋・宮野・真ケ沢・中町・新町の 5集落

が代表者をもって委員会を組織し、毎年 “ 堰上げ ” や “ 堰草刈り ” を

行うなど管理・保全に努めています。

　このように地域住民と大きな結び付きをもって大切にされてきた堰

も、４００年の歴史を経た今、人口減少と農業離れ・農地の耕作放棄

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
平
成
29
年
11

月
19
日
に
撮
影
し
た
昨
年
の
初
雪

で
す
。
今
年
の
初
雪
を
今
か
今
か

と
カ
メ
ラ
片
手
に
待
ち
わ
び
て
い

た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
12
月

号
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
広
報
紙
が
皆
さ
ん
の
お
手
元

に
届
く
こ
ろ
に
は
、
雪
の
便
り
も

届
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

編   

集   

後   

記

　

今
月
号
の
「
ま
ち
の
話
題
」
に

も
掲
載
し
ま
し
た
が
、
毎
年
こ
の

季
節
は
、
町
内
各
所
の
そ
ば
ま
つ

り
に
お
じ
ゃ
ま
し
、
取
材
し
な
が

ら
名
人
の
皆
さ
ん
が
打
っ
た
お
い

し
い
そ
ば
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
数
年
前
に
橋
屋
の
そ

ば
打
ち
講
習
会
に
参
加
し
て
打
ち

方
を
教
わ
り
ま
し
た
が
、
自
分
で

や
る
と
な
る
と
準
備
か
ら
片
付
け

ま
で
大
仕
事
。
毎
年
年
末
に
な
る

と
祖
父
母
か
ら
「
祐
一
が
打
っ
た

そ
ば
、
食
っ
て
み
っ
ち
な
〜
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
ち
ょ
っ

と
…
。
来
年
頑
張
り
ま
す
…
。

そ
ば
は
食
べ
る
専
門 

長
谷
川
祐
一

を前に大きな試練の時期を迎えています。地域を支えてきた歴史ある

この堰の流れが止まる日が来ないことを願うばかりです。
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